
埼玉CAMPIONE 
全国大会出場！
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2019年9月7日、8日の２日間、大阪府にある丸善インテックアリーナにてソーシャルフットボール全国大会が開催さ
れました。初日の初戦、四国代表Vier Grantとの試合に6-１で圧勝しました。２戦目、関西代表FCウエノに2-0で勝
利をおさめ、次の試合に勝利すれば、決勝トーナメントに進める結果となりました。 
大会2日目、東海代表エストレージャあいちに0-２で惜しくも敗れ、決勝トーナメントへの進出はできませんでした。 
しかし、最後まで諦めずに全力を出し切りました。悔しい結果となりましたが、また次回の全国大会では優勝を目指
していきたいと思います。

背番号 選手名(所属チーム) 背番号 選手名(所属チーム) 背番号 選手名(所属チーム)

1 尾崎 航太(SFC Socio Tokorozawa) 7 長尾 雅幸(FREM FC) 13 渋谷 健太郎(FREM FC)

3 須永 幸(FREM FC) 8 佐藤 建人(FC cangiare) 14 小林 良(Breezers)

4 佐野 昭彦(Breezers) 9 平野 大寛(FC オレンジ) 15 松下 祐三(FREM FC)

5 武井 麻紀 (FC cangiare) 10 吉澤 正明(FREM FC) 16 安武 辰幸(FREM FC)

6 泉 達也(FREM FC) 12 内村 歩(FREM FC) 17 野村 尚雪 (FC cangiare)

【参加選手】

予選Aリーグ



選手の言葉 

応援してくださった皆様へ 

吉澤正明 選手（チームキャプテン） 

全国大会に向けて 
今まで、結果が出ずに本当に悔しい思いを
してきました。今まで続けてこられたの
は、スタッフに支えられてきたからであり
結果を出したいという気持ちがありまし
た。これまでの悔しさと、スタッフへの感
謝の気持ちが原動力となって、ようやく今
回、全国大会にようやく出場できました。 

キャプテンとしてやってきて 
優勝をするためには、チームが１つにならないといけないと
思っていて、出来るだけみんなとコミュニケーションをとりな
がらチームづくりをしました。皆病気を抱えていて、練習に来
られなかったり、仲間同士喧嘩もあったり大変なことはあった
けど、最終的にチームがまとまってよかったです。 

応援してくださる方々にメッセージ 
埼玉カンピオーネの活動を支えてくださってありがとうござい
ます。セレクションチームとしてやっているのでみんなに結果で
恩返しをしたいという思いでやっています。今まで支えてくれて
感謝しています。ありがとうございます。

小林良 選手 

応援してくださる方々への 
メッセージ 
応援してくれる方がいて初めて成り立つ
ことなので、その方たちがより豊かな気
持ちになれるように、応援してよかった
なと思えるように僕たちはやらなきゃい
けないと思っています。応援してくれた
人にも僕たちの目標としている達成感を
味わっていただきたいです。ソーシャル
フットボールは特に、応援してくれる人が少ないと感じていま
す。 
でも応援してくれる人が一人でもいたら応援してくれる人のた
めに頑張ろうという気持ちが私たちの原動力になっています。 

渋谷健太郎 選手兼スタッフ 

選手兼スタッフとして全国大会に 
参加してみて 
今回、スタッフとしても活動に参加してみ
て、スタッフの皆さんが選手を支える気持
ちで、必死で関わってくれていることがわ
かりました。 

応援してくださる方々にメッセージ 
今回皆様にご支援いただいて、大会に参加
することができました。ご支援ありがとうございます。今後もよ
り活動を知っていただけると嬉しいです。

内村歩 選手 

応援してくださる方々への 
メッセージ 
実際、寄付がなければ、大阪へは来られ
なかったです。今まで、寄付のご支援を
いただいていなかったのですが、今回ご
支援をいただいて、大会に参加すること
ができて嬉しいです。 

これからの活動に向けて 
これからもフットサルを続けていきたいし、選手としてレベル
アップしたいので、これからもフットサルを頑張っていきたい
と思います。

今回いただいた寄付金の総額は 351,150 円です。 
いただいた寄付金は選手・スタッフの遠征費や運営費等に使わせていただきました。皆様のご支援のお
かげで、今回全国大会に参加することができました。優勝することはできませんでしたが、今大会を通し
て、選手達がどれだけ強い気持ちを持ってソーシャルフットボールに携わっているかを改めて知る機会と
なりました。皆様のご支援に心より感謝を申し上げます。今後とも応援をよろしくお願いいたします。 

埼玉ソーシャルフットボール協会　一同

応援として色々寄付をいただいたり、寄付の情報を発信していただいたりして、すごく自分たちの助けに
なり、活動が助かりました。またこういうことがあるかもしれませんが、今後も続けていただきたいで
す。ありがとうございました。また今後もよろしくお願いします。 

選手兼チームマネージャー 
泉　達也
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